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◎お礼とお知らせ－発行にあたって

　みなさまのご協力のおかげで、７・７シンポは沖縄から北海道に至るまで32都道府県950人の方にご参加いただき成功いたしました。パネリストの上原公子さん、川田悦子さん、斉藤貴男さん、佐高信さん、湯川れい子さん、元気の出る講談を頂いた神田香織さん、各地の努力と思いをアピールされた広島･岡本三夫さん、大阪･山元一英さん、徳島・藤田恵さん、沖縄･金城睦さん、岡山･矢山有作さん、東京･内田雅敏さん、ありがとうございました。

　さてシンポでは別掲のような｢アピール｣を採択しました。この｢アピール｣を実行すべく、翌8日に29都道府県70人が参加して全国交流会を開催し｢平和の共同を求める連絡会｣を発足させ、以下のような討議と確認をおこないました。｢連絡会｣の資金は7日の会場カンパと呼びかけ人からのカンパで当面まかないます。

　カンパのご協力ありがとうございます。

なお、シンポ自体については近日中に｢報告集｣を発行しますのでよろしくお願いします。

　
· ７・８全国交流会の報告  
参加  北海道、山形、福島、岩手、宮城、新潟、茨城、群馬、埼玉、千葉、山梨、東京、神奈川、静岡、岐阜、愛知、京都、大阪、兵庫、広島、岡山、鳥取、愛媛、高知、香川、徳島、熊本、長崎、沖縄、以上29都府県70人
（主催者あいさつ）                  
河内謙策(｢市民の風｣)                                
昨日は大勢の方が参加されとてもうれしかった。平和の統一戦線の中心になれる顔ぶれがみんな集まった。お互い知恵を絞って前進しよう。

前田知克(｢護憲共同候補懇談会｣)

2年前の中野ゼロの集会は300人、昨日は1000人。それだけ改憲への切迫感が高まっている。政党がいっしょにやるとこまでもっていこう。

（政党への要請の中間報告）

　この間、各党、政治グループに「７・７シンポ」への参加を要請してきた。日本共産党は要請には応えられないとのこと。社会民主党は、大意｢政党と市民とは対等に議論するべきものと思っている。ただ、選挙区の共同の可能性は否定しないが、比例の共同リストまで含めてアピールを採択する集会には党の代表参加はできない」とのことでした。(シンポ当日には、社民党全国連合関係者、社民党国会議員秘書、新社会党副委員長、みどりのテーブル、虹とみどりの500人リスト関係者が参加）

（討　論）

岐阜―イラク派兵差し止め訴訟、9条の会などとりくんでいる。一人区では当選はむつかしい。実際は比例で共同できないと議席の拡大はできない。3人区で共同が進めば比例で政党も動くのではないか。

岡山―(シンポでの矢山発言参照)

熊本―昨年末に「憲法を生かす県民の会」で社民党、共産党、新社会党に共同候補擁立の申し入れをし、社民党は保留だが共産党、新社会党は賛成した。しかし2月になってから共産党本部から断りがきた。それでも共同候補を追求中。固まれば社民党と共産党に再度働きかけをする。比例の共同の努力をしよう。それと連動すれば1人区でも共同候補でがんばれる。

高知―労組も含めて社民党･新社会党が共同で推せる選挙区候補実現の一歩手前までこぎつけたが、諸般の事情で頓挫した。政党の本音はどうも憲法を参院選の最重要課題として相手に迫るのでなく、｢国民投票で勝負｣と考えているようだ。憲法を全国レベルで抽出し国民に改憲反対を問う運動をおこしていかないと、まだら模様の選挙区だけでは勝負にならない。

広島―2年前から共同候補にとりくみ、今回は2年前から候補擁立の努力をしてきた。共産党も共同してくれれば自民･民主の複数擁立のなかでかつ可能性はある。選挙区で共産党だけのところは共産党を応援していい。しかし共同でやれそうなところは共産党に下げてもらう。あきらめずに努力をしよう。

大阪―(とりくみはシンポでの山元発言)　憲法の危機のときせめて改選議席の3分の1をめざそうとするのが革新政党ではないか。このままでは小沢の「野党共闘」に埋没させられる。政党への働きかけは1回や2回の儀礼的な申し入れでなく、あらゆる働きかけを。

兵庫―改憲阻止の共通目標で比例名簿を実現しよう。7月22日に土井さん、辻元さん、内田さんを呼んで｢平和への共同･ひょうご｣(社民党、新社会党、「みどり」ほか)を発足させ、選挙区で共同めざすが、定数2で困難が大きい。死に票はいやという人の声を吸収できるのは比例の共同だ。

大阪―民主党が天下とっても労働者いじめは変わりない。それでは労働者はどこを支援したらいいか困っている。とにかくまとまってほしい。どうしても嫌という党はしょうがない。大きな大衆運動で政党に迫ろう。

新潟―社民党も共産党もみどりも独自で突っ走っているから比例リストは無理。選挙区でどの程度やれるか。共産党、社民党、民主党の護憲派を各地で応援しては。

京都―みどりと新社会党で社民党に共同の協議を求めているがまだ応じてこない。共産党は公認で走っている。選挙区の共同は困難。是非比例リストの実現を。

東京―バラバラでは勝てないと自治体議員として地域で訴えてきたが、世論はひろがっている。この動きをもっと目にみえるようにしよう。

大阪―共産党も社民党も独自といっているが固定していない。地域で運動している両党の人はいっしよにやるべきだと思っている。有権者に勝てる選択肢を示すために比例の共同が必要だ。秋の臨時国会にむけた大闘争と結合して共同の実現をめざせ。

兵庫―共同リストを候補者と資金もふくめこちらが準備する力を示さないと、政党をまきこむことはできない。我々自身が問われている。政党と話し合えば動くものではない。秋の臨時国会闘争を大衆運動でとりくむのが重要。

東京―品川区で無防備都市条例制定運動がよびかけ、共産党、社民党、新社会党、ネットなどで区長選の統一候補を擁立する協議が前進している。政党は市民が主体とならなければ動かない。

北海道―6月24日に社民党、新社会党、市民運動などで｢護憲ネット北海道｣を発足させた。これで8･15に意見広告を出す。まだ選挙区共同候補の協議までは行かないが、社民党も公認擁立は困難なようだし、護憲議席を共同でめざしたい。

広島―学校現場で抑圧され呻吟している教職員が切実に共同候補を求めている。

沖縄―04年参院選沖縄選挙区では共同候補者擁立で幾度も危機があった。政党が独自で動き出したのを見てこれは危ないと市民が動き双方を説得し、当選後もどの会派にも所属しない約束をさせみんなで戦い勝利した。名護は失敗したが沖縄市長選は早くから各党をまとめ勝った。腹の立つこともあるが政党を無視するのでなく、幾度も話し合い実務的にも実行できる体制をつくり共同を実現することだ。

東京―中野区長選で共産党、社民党、新社会党、ネットなどで共同候補で戦って負けたが成果は大きい。｢平和共同候補を求める連絡会｣を発展させよう。東京選挙区は定数5。共産党は公認でがんばり、二つ目の護憲議席を社民党にも働きかけ共同で実現しようとなっている。選挙区だけでなく大きな全国的うねりをつくるには比例の共同が必要。

神奈川―選挙区だけの共同実現なら全国からこうやって集まる必要はない。大局的に全国的な運動が求められる。

神奈川―比例の共同の必要性については異議ないが、初めから｢オリーブの木に入れ｣と言わないで、政党の立場を認めて先ず窓口を開かせ信頼関係を作らないと。そのためにやりやすいところから統一戦線を具体化すべきだ。

地域のほかに参加者からも次のような発言がなされた。

＊共産党は比例選挙のために全選挙区で候補を擁立する方針に転換した。共産党候補を勝手連的に支援するか、共産党以外で共同候補を擁立するかしか道はないのでは。

＊政党は「次の選挙は憲法が焦点にならない」と考えているようだ。だからこちらから積極的に改憲阻止を争点としていくべきだ。なお、｢市民の風｣で言う共同リストには、「オリーブの木」のように、各政党からリストを出して構成する連帯リストを含めて考えている。今日の会議では比例か選挙区かで重点の置き方の違いがあるが、｢市民の風｣としては先ず選挙区での努力を優先する可能性が高い。

＊｢市民の風」はまだ組織的に確立していない。比例は無理ではないか。まず選挙区で一人二人と増やしていくべきだ。

＊選挙区の共同候補運動で比例の話を出すと話が進まなくなるのでは。

＊特定政党では入れにくい一般の人が投票できる比例の受け皿が必要。共同リストは政党をなくすのではない。政党の看板を背負ったまま候補になる。社民党がなくなるわけではない。政党助成金の扱いなどは検討している。

＊各地でどういう運動をつくるか。8･15千葉シンポのように｢共同候補がいいか悪いか｣の議論から始めてもいい。地方紙に意見広告をだす。市民集会に政党を呼ぶなど。

｢平和の共同候補を求める連絡会｣の内容
　以上のような活発な議論を受け、討議はさらに各地で共同の努力をしながら継続することとした。そして小林正弥さんから以下のように「平和共同候補を求める連絡会｣の発足が提案され、確認された。

　まず選挙区で共同候補実現に努力するのは一致している。そこで、①可能な都道府県で｢平和共同候補を求める｣ネットワークをつくる（8月末まで）。②9月末か10月初に各都道府県のネットワークの世話人的な方々による｢平和共同候補を求める連絡会全国交流会」を開催する。③連絡先は当面｢市民の風｣と｢共同候補懇談会｣の2箇所とするが、事務局と連絡先の一本化を検討する。④活動資金は当面｢7･7シンポ｣の剰余金を使う。⑤｢ニュース｣を発行し各地の行動を紹介する。                                                                                    
	「07年参院選･平和の共同候補を求めて　７･７シンポジウム」アピ－ル

１、切迫する改憲
 改憲手続法(国民投票法)の与党案と民主党案は継続審議として秋の臨時国会に送られました。改憲の準備が初めて国会の審議に上った意味は重大です。自民党は憲法の平和主義を基本的に放棄する新憲法草案を公表し、さらに｢ 集団的自衛権行使｣を鮮明にする「第２次新憲法草案」作成に着手しています。そして秋の自民党総裁選では、改憲を内閣の最重要課題としかねない人物が選出される可能性もあります。

　まさに平和憲法の危機は迫っています。

　わたしたちは改憲を何としても阻む決意を固めています。そのためには07年参議院選挙は決定的に重要です。私たちの思いをこの参議院選挙で行動にします。

２、07年参議院「改憲阻止選挙」に市民の参加を

①、衆議院選挙と異なり、参議院選挙は比較的に諸党派および政党要件のない党、グループ、個人の共同がなりたちやすい選挙制度です。07年参議院選挙で護憲・活憲勢力の選挙の共同を実現できれば、つぎに行われる衆議院選挙で選挙共同の展望も切り開かれます。

③、｢９条改憲を阻止し憲法を活かす｣という点を軸にした｢平和の共同候補」の擁立によって、有権者は「憲法を活かすのか殺すのか」を最重要課題として実感できます。バラバラな護憲勢力に絶望感を感じていた人々も希望をとりもどします。そして支持政党の固定していない広範な人々が、「憲法を活かす道」を自分の一票で選択するよう知人・友人に語りかけ、チラシを配り、葉書を出し、電話をかけるといった行動に参加できる場を作り出すことができます。

３、多様な形態での共同の実現を

①、7･ 7シンポジウムの発起がなされてからわずか2ヶ月すこしですが、全国津々浦々から熱烈な反響がよせられ、よびかけ人も600人を越えるにいたりました。「待ちに待った提起だ」｢今度こそ成功を｣というメッセージに、期待の強さが込められています。また各地で、同じ思いの方が出会い、同じ思いの方がこんなに大勢いると勇気付けられ、小さな輪が無数につくられはじめています。

②私たちはこの思いと連帯をこれからいっそう大事にし、ひろげていきます。そして具体的な選挙での共同を実らせることをめざします。そのためには、これから様々な方法で各政党・政治グループに要請し協議していきますが、その際に提案する選挙協力・共同の形態は多様となるでしょう。

　当面の目標として、選挙区において、沖縄・糸数慶子選挙のような共同候補の擁立や、憲法改定反対を公約する政党候補ないし候補個人への共同の支援が考えられますし、大きな理想として、比例選挙での共同リストの形成をめざすことも考えられます。各政党・政治グループや市民グループの各々の発想や地域の事情に応じて、多様な形態を考えて実現に向けて努力することが必要です。

③シンポジウムに集った私たちも、その支持政党や立場は多様です。したがって、画一的な形態で選挙協力・共同を求めるのではなく、状況に応じて、それぞれの立場で最大限の努力をしていきます。そして、｢9条改憲を阻止し憲法を活かす」という共通の目標をめざし、また次の衆院選挙でも共同を実現できる輪を維持しひろげていきます。

④各政党･グループへの要請は各都道府県段階でもおこないます。そのために、都道府県段階でも連携をとりあい、仲間を増やし交流し、シンポジウムや討論、さらに政党関係者を招待して行う学習会・交流会や地方紙への意見広告などの多様な試みを行います。来年4月に実施される東京都知事選をはじめ自治体選挙も憲法にとってとても大事です。すでに沖縄市長選で勝利し各地で共同が前進しています。私たちの願いは、現実的に世論を動かし始めました。全国津々浦々から共同を求める世論と具体的な運動を盛り上げていきましょう。以上の取組みのために私たちは「平和の共同候補を求める連絡会」（仮称）の発足を提案します。

⑤ヨーロッパをはじめ世界では平和勢力の選挙共同はあたりまえのこととなり、大きな成果を上げています。平和憲法を活かすため、日本の政治ではいまだ成功したことのない歴史的事業を、市民一人ひとりが手をむすび成し遂げていきましょう。
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	「７･７シンポの記録」

※近日中にパンフレット(A5版50頁)で発行します。
                                   
※頒価500円、8月初旬刊行を予定。

※シンポの全貌がわかります。共同候補運動の宣伝にご活用ください。ご注文は「護憲共同候補擁立懇談会」ないし「『平和への結集』をめざす市民の風」まで、地域や団体でできるだけまとまった部数でのご注文を期待します。また、ご注文は必ずＦＡＸにて、送付先及び代金請求先を明記して下さい。


７月７日シンポジウム会計報告






	入金日付
	金  額
	摘  要
	支払日付
	金  額
	摘  要
	支払先

	5月 8日
	17,200
	4・28  会場費
	3月  2日
	81,606
	7/7会場費
	教育会館

	7月 6日
	16,350
	7・25  会場費
	4月  2日
	7,500
	ハガキ代
	

	7月 7日
	33,000
	7・ 8  会場費
	4月 21日
	29,242
	4/28会場費
	教育会館

	7月 7日
	396,847
	会場カンパ
	5月 12日
	3,412
	4/28設備費
	教育会館

	7月 7日
	7,000
	ブース代
	6月 22日
	81,606
	7/7会場費
	教育会館

	7月 7日
	30,000
	カンパ（湯川れいこ氏）
	6月  2日
	40,236
	6/25会場費
	教育会館

	7月 7日
	50,000
	カンパ（神田香織氏）
	6月  6日
	2,000
	封筒
	

	7月 7日
	391,600
	参加費
	6月  6日
	50,400
	7/8会場費
	全水道会館

	7月 7日
	765,290
	呼びかけ人カンパ
	6月 12日
	12,600
	チラシ
	王子タイプ

	
	
	
	6月 20日
	42,000
	事前チラシ代
	

	
	
	
	6月 20日
	75,300
	チラシ発送費（事前含む）
	

	
	
	
	7月  7日
	7,390
	車輌経費
	

	
	
	
	7月  7日
	30,000
	謝礼
	湯川れいこ氏

	
	
	
	7月  7日
	30,000
	謝礼
	川田悦子氏

	
	
	
	7月  7日
	30,000
	謝礼
	斉藤貴男氏

	
	
	
	7月  7日
	30,000
	謝礼
	佐高信氏

	
	
	
	7月  7日
	30,000
	謝礼
	上原公子氏

	
	
	
	7月  7日
	150,000
	謝礼
	神田香織氏

	
	
	
	7月  7日
	70
	会計ファイル
	

	
	
	
	7月  7日
	2,200
	振込用紙代金
	

	
	
	
	7月  7日
	180,831
	チラシ
	さつき印刷

	
	
	
	7月  7日
	42,000
	チラシ
	さつき印刷

	
	
	
	7月  7日
	65,000
	横断幕
	スペース板橋

	
	
	
	7月  7日
	3,264
	水
	コンビニ

	
	
	
	7月  7日
	20,000
	竹笹運搬
	赤かぶ弁当

	
	
	
	7月  7日
	6,000
	おにぎり
	赤かぶ弁当

	
	
	
	7月  7日
	26,750
	懇親会
	

	
	
	
	7月  7日
	47,880
	ホール使用料
	教育会館

	小  計
	1,707,287
	
	小  計
	1,127,287
	
	

	
	
	
	余剰金
	580,000
	
	

	合  計
	1,707,287
	
	合  計
	1,707,287
	
	


会計報告付記―剰余金は「平和共同候補を求める連絡会」の活動費用に使わせていただきます。一口カンパは、なお、引き続きいただければ幸いです。〒口座 00160－4－554972「７・７シンポ実行委員会」
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